
みやぎの投資環境
～優れた事業環境のご提案 ～

令和８年8月２5日



1

本日のご説明内容

１．宮城県の魅力

２．食品産業の集積

３．食品製造業を支える事業環境

４．宮城県の支援
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❚ 拠点空港 仙台空港
国内・国際12路線11都市を結ぶ東北
のゲートウェイ(24時間運用)

東北の中心 宮城県
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●総面積：7,282k㎡（全国16位） ●人口：220万人(東北1位)
●県内総生産：10兆509億円(全国14位、東北1位)

❚ 国際都市 SENDAI
東北の産業経済の中心地

❚ 国際先端研究 東北大学
R6.12国際卓越研究大学第1号に認定・認可

❚ 国際物流拠点 仙台塩釜港
東北唯一の国際拠点港湾
世界100か国以上の国々と貿易

出典：宮城県民経済計算



充実した道路ネットワーク

▼ 東北縦貫自動車道と常磐自
動車道のダブルネットワークを
形成する高速道路が、首都圏
と宮城県を結ぶ

▼ 特に、常磐自動車道は、

降雪量が少なく、物流への
影響が出にくい

▼ 県内及び東北各県との高速

道路が縦横に整備され、東
北地域交通の要所

高速道路交通網が充実
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仙台塩釜港
（仙台港区）

仙台国際空港

常磐自動車道

山形自動車道

東北大学

ダブルネットワーク
を形成する道路で
首都圏へ

北部中核
工業団地



国際物流拠点の仙台塩釜港

▼ 高速道路網によるアクセスが
良く、効率的な物流拠点と
して活用が可能

▼ 国際コンテナ(直行)が 5 航路

▼ 京浜港（東京港・横浜港）

を経由する国際フィーダー航路
を使用して、世界100カ国・ 
280港以上と貿易が可能

▼ CIQ（税関・出入国管理・
検疫）施設完備

▼ 東北最大級の国際コンテナ
ターミナル

東北唯一の国際拠点港
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拠点空港の仙台空港

▼ 国内線8路線 51往復／日
国際線4路線 29往復／週

▼ アクセス鉄道で仙台空港からJR
仙台駅まで約25分と便利   

▼ 仙台空港ICから約4kmと近接
  し、航空貨物の拠点として活
用が可能

▼ CIQ（税関・出入国管理・
検疫）施設完備

東北の空の玄関口「仙台空港」
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豊富な高卒人材

出典：学校基本調査 7

⚫ 国内でも数少ない高校就職者の「流入超過」県
⚫ 県内への就職者は約８割と地元志向が強い

全国の高卒就職者流出入数 高卒就職者の就職先（R7.3）
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安定した人材確保
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雇用にかかるコストが低く、有効求人倍率も改善傾向
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常用労働者の月間現金給与総額（製造業） 有効求人倍率（パート含む）

(倍)
出典：毎月勤労統計調査 出典：一般職業紹介状況（職業安定業務統計）
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震災を乗り越え成長する宮城の食品産業

現在の出荷額は、震災前を大きく上回る水準となっている

百万円 伸び率（％）

10【出典】経済構造実態調査
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数多くの食品関連企業が立地

理研食品㈱極洋食品㈱ スギ製菓㈱

山崎製パン㈱ ㈱東北フジパン宮城製粉㈱㈱サンデリカグリコマニュファクチャリ
ングジャパン㈱

パン・惣菜

アイリスフーズ㈱伊藤ハム米久
プラント㈱

尾西食品㈱ スターゼン㈱㈱ウェルファムフーズ

農畜産

水産
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㈱ヤヨイサンフーズUmios㈱

飲料
キリンビール㈱ サッポロビール㈱ニッカウヰスキー㈱コカ・コーラ

ボトラーズジャパン㈱

㈱フォルダボトリング

全国の食品メーカー様から、生産拠点として選ばれています。
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13出典：全国総合交通分析システム、2020年国勢調査

関東を見据え、東北もカバーできる拠点

青森 28万人

仙台 110万人

盛岡 29万人

新潟 79万人

秋田 31万人

福島 28万人

水戸 27万人

宇都宮 52万人

山形 25万人

さいたま 132万人

大消費地・関東へのアクセスと東北全域への広域配送を両立

▼ 3時間圏
ドライバーの日帰り運行が可能な
「3時間圏」
東北、新潟、北関東8県をカバー
約1,400万人の市場へ

▼ 4時間圏
「4時間圏」まで広げることで
東北、新潟、関東12県をカバー
約3,100万人の市場へ

※3・4時間圏内に到達可能なインターチェンジが
 1か所でもある県は、県人口を100％計上

広域配送を支える高速道路交通網
：物流３時間圏内

：物流４時間圏内
：高速道路網



競争力向上を支える研究環境

出典：東北大学、仙台市公表資料より宮城県作成

商品開発・高付加価値化など、企業の課題解決を支援
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▼ 事例１：食塩不使用の製麺技術
  (はたけなか製麺×農学研究科)

【課題】 食塩ゼロでの製麺は

  麺にコシが出ず、技術的に非常に困難

【技術】 精密な温度・湿度管理手法を開発

【成果】 「無塩zero温麺(うーめん)」として製品化

   農林水産大臣賞を受賞。うどん・そば等も開発

▼ 事例２：こめ油の機能性を保証し高付加価値化
    (築野(つの)食品工業×農学研究科)

【課題】 似たような成分が複雑に混ざり合って

  いて、健康成分を特定できない

【技術】 複数の健康成分を確実に

  特定し、分析する技術を確立

【成果】 品質保証で高付加価値化に成功。この革新性

  が認められ、日本油化学会工業技術賞受賞

✓ 世界最高レベルの
 高輝度放射光施設
 （巨大な顕微鏡）

✓ 「なぜ、おいしいのか」
 「なぜ、品質が変わるのか」
 「どうすれば、もっと良くなるのか」
 食品の成分・構造・変化をナノレベルで分析できる

3GeV高輝度放射光施設「NanoTerasu」の産学連携事例東北大学の産学連携事例

★ 神谷先生の

講演で詳しくご紹介！



15

本日のご説明内容

１．宮城県の魅力

２．宮城県の食品産業の集積

３．食品製造業を支える事業環境

４．宮城県の支援



立地から操業後まで一貫したサポート

新規雇用約１００名

を目標に活動

９９名 の採用
を実現

（高卒９人・中途９０人）

○高校・雇用支援機関へ
 合同訪問
○高校生向け県広報誌に
よる周知・ＰＲ

○合同企業説明会等
 への参加案内

○県外に本社の
 ある製造業

○県内新規立地
（県外初進出）

新工場立地に係る大規模雇用の実例

奨励金額
最大 40 億円

県・市町村が連携し、投資
計画をバックアップします

みやぎ企業立地奨励金

市町村ごとの
独自の補助制度

法人税・不動産取得税
などの税制優遇

①投資支援 ②人材確保支援

設備投資を強力にサポート

立地検討から操業開始まで、県・市町村が一体となって支援します
どうぞお気軽にご相談ください 16



みやぎでお待ちしております。
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